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  独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長 殿 

 

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会 

申請者名 会 長 寺田 昌弘      

 

 

令和６年度スポーツ振興くじ助成金に係る助成事業実績報告書 

 

 

  標記助成金について、事業が終了しましたので、独立行政法人日本スポーツ振興セン

タースポーツ振興くじ助成金交付要綱（平成１５年度要綱第１８号）第１２条第１項の

規定により、関係資料を添えて報告します。 

 

 

 (注) １ この報告書の提出に当たっては、交付決定したすべての事業が終了した後に

提出するものとする。 

    ２ 添付書類は、当センターホームページに掲載のとおりとする。 



 

 

 タレント発掘・一貫指導育成事業 Ｎｏ.124～159         

 

 

令和６年度タレント発掘・一貫指導育成事業 実施報告書 
【スポーツ振興くじ助成事業】 

 

標記に関し、タレント発掘・一貫指導育成事業（「ＪＯＣアスリートプログラム」又は「競技者育成プログラム」等に基

づいて、優れた素質を有する競技者を発掘し、定期的・継続的に育成するための事業）を実施したので報告します。 

 

１．事 業 名   次世代選手発掘及び育成（フラッグ・タックルフットボール）          

 

２．事 業 内 容 

(１) 事業の実施場所(大会参加にあたっては国・都市名を記載) 富士通スタジアム川崎（関東）、パナ

ソニックグラウンド（関西）、東京ガス深川グラウンド（関東） 

 

(２) 期間・日程 2024 年 1 月 8 日～2024 年 1 月 26 日 （6）日間 

月日(曜) 場   所 内             容 

2/2（日） 早稲田大学 男子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関西） 

2/9（日） パナソニック G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関西男女合同） 

2/11（火） 岩倉高等学 G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

2/12（水） 富士通スタジアム川崎 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

2/15（土） NTC 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

2/16（日） 富士フィルム G 男子シニア日本代表選別練習（関東） 

2/16（日） 岩倉高等学 G 男子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関東） 

2/19（水） パナソニック G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関西男女合同） 

2/23（日） パナソニック G 男子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関西男） 

2/26（水） 富士通スタジアム川崎 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

3/1（土） NTC 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

3/2（日） 富士フィルム G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

3/2（日） パナソニック G 男子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関西男） 

3/5（水） 追手門高校 G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関西男女合同） 

3/8（土） 法政大学 G 女子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関東） 

3/15（土） 東京ガス深川 G 男子シニア日本代表選別練習（関東） 

3/15（土） 岩倉高等学 G 女子シニア日本代表選別練習（関東） 



 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 目 的 

フラッグフットボール日本代表（シニア）は、2024 年 8 月のフィンランド世界大会では、女子が 3位

に輝き、また男子は 11 位と前回同等の成績であった。世界でも類を見ない高度な戦略を身に着ける

など一定の成果は獲得しているが、海外選手との体格・フィジカル差は否めないものがある。フィン

ランド世界大会のレビューを経て、ロサンゼルスオリンピックに向けて新体制を構築し、現在はオリ

ンピック出場権に関与する 2025 年のアジアオセアニア大陸選手権および強化練習試合の意味合いを

持つ TWG 大会（女子競技）において優勝を目指すため、日本の戦略をインストールしながらも海外選

手に引けを取らない体格の選手を発掘することを目的に「シニア日本代表選別練習」を継続開催し、発

掘した選手を日本代表として派遣する計画としている。また、U15/17 は次期ロサンゼルスにおいて６月に

遠征強化試合が予定されており１月から選手選別練習を始めている 

 

(４) 成 果 

上記の目的に向け、アンダー世代の育成に注力することはもとより、タックルフットボールや他競技か

らも「シニア日本代表選別練習」参加を募ることで、多くのフィジカル能力の高い優秀な選手が集まって

くれている。現在、その中から代表選手を選考している。 

 

(５) 課 題 

2028 ロス五輪に向け海外も強化スピードを上げている。日本も次世代の選手選考を進めているが、

その選手たちが、9月のアジアオセアニア大陸選手権までにフィジカル、スキル、戦略を身に着ける

ためには相当の密度での強化合宿が必要である。 

また、強化はもとより、フラッグフットボールの日本における競技人口の拡充、ファンの拡充を進め、

メジャー・ブランド化（それが「強化」にもつながる）を図る必要がある。 

 

 

3/15（土） 岩倉高等学 G 女子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関東） 

3/19（水） 追手門高校 G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関西男女合同） 

3/20（木） パナソニック G 男子・女子シニア日本代表選別練習（関西男女合同） 

3/20（木） パナソニック G 女子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関西） 

3/21（金） 秋津サッカー場 女子シニア日本代表選別練習（関東） 

3/26（水） 富士通スタジアム川崎 男子・女子シニア日本代表選別練習（関東男女合同） 

3/29（土） 富士通スタジアム川崎 男子 U15/17 次期 JIC 選別練習（関東） 



（収入） (単位：円)

27,320,000

0

0

12,196,000

0

25,500

792

39,542,292

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

4,020,300 3,993,400 3,993,400 0 22,256

6,758,404 6,226,525 6,184,765 41,760 531,879

18,944,972 18,864,972 18,864,972 0 80,000

2,734,363 2,734,363 2,734,363 0 0

806,683 663,758 663,758 0 142,925

2,014,003 0 0 0 2,014,003

2,882,374 2,753,399 2,753,399 0 128,975

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

307,061 305,461 305,461 0 1,600

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,244 0 0 0 2,244

580,404 323,714 323,714 0 256,690

0 0 0 0 0

484,950 484,950 484,950 0 0

6,534 0 0 0 6,534

39,542,292 36,350,542 36,308,782 41,760 3,187,106

事 業 名

通 信 運 搬 費

渡 航 費

滞 在 費

次世代選手発掘及び育成（フラッグ・タックルフットボール）

補助金・委託金等収入

科 目 合計

く じ 助 成 金 収 入

保 険 料

会 議 費

雑 役 務 費

補 助 金 ・ 交 付 金

そ の 他

合 計

委 託 費

賃 金

諸 謝 金

旅 費

消 耗 品 費

備 品 費

印 刷 製 本 費

借 料 及 び 損 料

ス ポ ー ツ 用 具 費

助成対象外
経費

協 賛 金 収 入

入 場 料 収 入

合計
助　　成　　対　　象　　経　　費

科 目

参 加 料 収 入

そ の 他 収 入

自 己 負 担 金

合 計

【タレント発掘・一貫指導育成】

令和６年度　収支計算書

助成 対 象 事 業 細 目

助 成 区 分 将来性を有する競技者の発掘及び育成活動助成

団 体 名

タ レ ン ト 発 掘 ・
一貫指導育成事業No

No62～159

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

タレント発掘・一貫指導育成



















団 体 名

助 成 事 業 細 目 名

事 業 名

（収入） (単位：円) (単位：円)

く じ 助 成 金 収 入 680,000 △ 315,000 365,000 概算払受入日

協 賛 金 収 入 0 0 0 概算払受入済額

入 場 料 収 入 0 0 0 精 算 払 額

参 加 料 収 入 300,000 △ 95,000 205,000

補助金・委託金等収入 0 0 0

そ の 他 収 入 0 0 0

自 己 負 担 金 536,000 290,409 826,409

合 計 1,516,000 △ 119,591 1,396,409

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

諸 謝 金 256,000 △ 221,000 35,000 35,000 35,000 0 0

旅 費 732,000 △ 301,125 430,875 339,529 327,189 12,340 91,346

渡 航 費 0 0 0 0 0 0 0

滞 在 費 0 0 0 0 0 0 0

借 料 及 び 損 料 0 0 0 0 0 0 0

消 耗 品 費 100,000 △ 100,000 0 0 0 0 0

ス ポ ー ツ 用 具 費 0 0 0 0 0 0 0

備 品 費 0 0 0 0 0 0 0

印 刷 製 本 費 98,000 △ 98,000 0 0 0 0 0

通 信 運 搬 費 90,000 △ 90,000 0 0 0 0 0

委 託 費 0 0 0 0 0 0 0

賃 金 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

雑 役 務 費 240,000 690,534 930,534 94,424 94,424 0 836,110

補 助 金 ・ 交 付 金 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1,516,000 △ 119,591 1,396,409 468,953 456,613 12,340 927,456

令和６年度　収支計算書

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

概算払決算額

科 目 既定予算額 増△減額 決算額
助成対象外
経費

スポーツ指導者の養成・活用（スポーツ）

アメリカンフットボールアカデミー

科 目 既定予算額

助　　成　　対　　象　　経　　費

増△減額

365,000

0
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アメリカンフットボール・パフォーマンスコーチによる、高校生アスリート向けクリニック 
 

 
１．主 旨︓ 

アメリカンフットボール競技においては、多種多様なポジションが存在し、各ポジションに適した運動能力を有する
アスリートがその運動能力を最大限に発揮するようにトレーニングを行う必要がある。また、各ポジションにおいては、
求められる体格や身体能力が異なり、様々なタイプの選手が存在するため、そのトレーニングの目的、手法等も
様々ある。そのような経験を通じて、得られるノウハウは他のスポーツにておいても有用なことが多いと考え、他種目
の選手を対象に、投げる、打つ、シュートする等にも通じる、「走る、止まる、曲がる」の能力を高めるために必要なト
レーニングアプローチを伝えることを目的として開催する。 

 
２．日 時︓2025 年 2月 22日（土） 

対象チーム︓北陸学院高校バスケットボール部（2024 インターハイ出場） 
会 場︓北陸学院高校体育館 
参 加 人 数︓合計 46名（選手︓25 名・講師︓3 名・関係者︓18 名） 
クリニック内容︓競技特性に向けたスキル向上トレーニング方法 
測 定内容︓3 種目計測（20 ヤードダッシュ・垂直跳び・立ち幅跳び）  
 
日 時︓2025 年 2月 23 日（日） 
対象チーム︓小松大谷高校野球部（2024 甲子園出場） 
会 場︓小松市立南部地区体育館 
対 象 人 数︓合計 65名（選手︓47 名・講師︓3 名・関係者︓15 名） 
クリニック内容︓競技特性に向けたスキル向上トレーニング方法 
測 定 内 容︓3 種目計測（20 ヤードダッシュ・垂直跳び・立ち幅跳び） 
 

３．講    師（敬称略） 
トレーニング指導︓朝倉 全紀（一般社団法人 School of Movement 代表理事） 

高田 美弦（一般社団法人 School of Movement） 
コンバイン測定︓田中 僚（株式会社 F&V スポーツコンバイン事業責任者） 

 
４．関係者（敬称略） 
濱屋 史篤（北陸学院高校バスケットボール部 HC） 
渡邊 耕己（北陸学院高校バスケットボール部アシスタントコーチ） 
西野 貴裕（小松大谷高校硬式野球部監督） 
木村 慎之介（小松大谷高校硬式野球部トレーナー） 
宮浦 淳一（北陸学連・北陸学院中等部教諭） 
森下 知晃（北陸学生アメリカンフットボール連盟理事長） 
根来 武一郎（北陸学生アメリカンフットボール連盟理事） 



     

     

深堀 理一郎（公益社団法人日本アメリカンフットボール協会 強化育成委員）他 
５．北陸学院高校 スケジュール ※敬称略 

 
６．小松大谷高校 スケジュール ※敬称略（降雪天候悪化のため午前中のみ開催） 

 

 
 

時間 内容 担当者 備考 
09:00~09:15 クリニック開催趣旨説明 深堀 理一郎 JAFA 強化育成委員会 

09:15~12:00 トレーニング指導 
朝倉 全紀 一般社団法人 

School of Movement 高田 美弦 
12:00~13:00 昼食   
13:00~13:30 ウォームアップ   
13:30~15:00 フィジカル測定会 田中 僚 ㈱F&V スポーツコンバイン事業責任者 

15:30~16:00 
アメフト体験（キャッチボ
ール） 

宮浦 淳一 北陸学生アメリカンフットボール連盟

16:00~ 閉会 宮浦 淳一 北陸学生アメリカンフットボール連盟

時間 内容 担当者 備考 
08:30~09:00  クリニック開催趣旨説明 深堀 理一郎 JAFA 強化育成委員会 
09:00~10 :00 ウォームアップ 朝倉 全紀・高田 美弦  

10:00~12 :00 
トレーニング指導 
フィジカル測定会 
※施設を 2分割し開催 

朝倉 全紀 一般社団法人 
School of Movement 
㈱F&V スポーツコンバイン事業責任者 

高田 美弦 
田中 僚 

12:00~12:30 
アメフト体験（キャッチボ
ール） 

宮浦 淳一 北陸学生アメリカンフットボール連盟

12:30~ 閉会 森下 知晃 北陸学生アメリカンフットボール連盟理事長 

北陸学院高校バスケットボール部 小松大谷高校硬式野球部 



     

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇一般社団法人 School of Movement 
所有資格 CSCS (Certif ied Strength and Conditioning Specialist) 
アメリカに本部を置く国際的な教育団体である NSCA（National Strength and Conditioning 
Association 全米ストレングス&コンディショニング協会）が認定する世界共通資格の民間資格 
 
◇株式会社 F&V スポーツコンバイン事業責任者 
J リーグを始めとし、日本全国において、多くのスポーツ団体のフィジカル測定の実績を有している。フィジカル
測定データによる選手の課題解決の手助けを行なっている。 
 



団 体 名

助 成 事 業 細 目 名

事 業 名

（収入） (単位：円) (単位：円)

く じ 助 成 金 収 入 7,040,000 △ 291,000 6,749,000 概算払受入日

協 賛 金 収 入 0 0 0 概算払受入済額

入 場 料 収 入 0 0 0 精 算 払 額

参 加 料 収 入 0 0 0

補助金・委託金等収入 0 0 0

そ の 他 収 入 0 0 0

自 己 負 担 金 3,962,000 △ 2,274,017 1,687,983

合 計 11,002,000 △ 2,565,017 8,436,983

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

諸 謝 金 0 0 0 0 0 0 0

旅 費 0 0 0 0 0 0 0

渡 航 費 0 0 0 0 0 0 0

滞 在 費 0 0 0 0 0 0 0

借 料 及 び 損 料 0 0 0 0 0 0 0

消 耗 品 費 0 0 0 0 0 0 0

ス ポ ー ツ 用 具 費 0 0 0 0 0 0 0

備 品 費 0 0 0 0 0 0 0

印 刷 製 本 費 0 0 0 0 0 0 0

通 信 運 搬 費 0 0 0 0 0 0 0

委 託 費 0 0 0 0 0 0 0

賃 金 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

雑 役 務 費 11,002,000 △ 2,565,017 8,436,983 8,436,323 8,436,323 0 660

補 助 金 ・ 交 付 金 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

合 計 11,002,000 △ 2,565,017 8,436,983 8,436,323 8,436,323 0 660

スポーツ情報の提供（スポーツ）

情報提供ホームページ作成

科 目 既定予算額

助　　成　　対　　象　　経　　費

増△減額

6,749,000

0

科 目 既定予算額 増△減額 決算額
助成対象外
経費

令和６年度　収支計算書

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

概算払決算額



公益社団法⼈⽇本アメリカンフットボール協会は、当協会公式サイト
（https://americanfootball.jp/）のリニューアル業務を担当する事業者を募集いたしま
す。概要は以下の通りです。 
１．対 象 
当協会メインサイト・サブドメインサイトコンテンツ 
２．予 算 
費⽤概算：850 万円（税込） 
３．事業会社選定、⼊札⽅法 
企画コンセプトの提案（プロポーザル⽅式）による特名随意契約 
４．選定ポイント 
オリエンテーション時にお伝えします 
５．スケジュール 
公募期間：6 ⽉ 10 ⽇（⽉）〜21 ⽇（⾦） 
応募者オリエンテーション：6 ⽉ 10 ⽇（⽉）〜21 ⽇（⾦） 
ご提案期間：6 ⽉ 24 ⽇（⽉）〜27 ⽇（⽊） 
決定通知：6 ⽉ 28 ⽇（⾦） 
サイトプレオープン：8 ⽉下旬 
サイト正式オープン：9 ⽉以降（応相談） 
６．申し込み⽅法 
jafahq＠americanfootball.jp 宛に以下①〜⑤を記載してメールでご連絡ください。 
① 御社名 
② ご担当者名 
③ ご連絡先メールアドレス 
④ お電話番号（会社・ご担当者携帯とも） 
⑤ 御社公式サイト URL 
 



  

日本アメリカンフットボール協会・公式サイトリニューアル オリエンテーションシート 

 

【目 的】 

アメリカンフットボールとフラッグフットボールの普及、発展に向けた広報活動の充実化 

 

【対 象】 

（本サイト）https://americanfootball.jp/ 

と 以下などのサブドメインサイト（の整理） 

https://japan.americanfootball.jp/ 

https://academy.americanfootball.jp/ 

https://americanfootball.jp/team-persons/ 

 

【課題点】 

・現状の公式サイトは時代にそぐわない ITスペックであり、かつ広報・PR体制を含め再構築の必要

性がある。ポイントは以下の通り 

① インターフェース（UX観点、ブラウザ対応、スマートフォン対応など） 

② CMSカスタマイズ 

③ セキュリティ 

④ 属人的運用（担当者1名、担当者スキルの問題など） 

⑤ 情報の鮮度とクオリティ 

⑥ 各サブドメインサイトの整理（継ぎはぎでの開発の残骸多し） 

 

【予算とスケジュール】 

・費用概算：850万円（税込） 

・スケジュール：2024年6月～（8月末プレオープン） 

 

【追加与件】 

・協会サイドに1名ディレクター登用（25万円／人・月を想定 概算費用より差し引き） 

 

【ご提案いただきたい事項】 

・新サイトの企画コンセプト 

・デザインの方向性（ラフレベルまでのものでOK） 

・プロジェクトのスケジュール 

・サイトオープン後の運用、サポート（効果測定含む）について 

以上 

https://americanfootball.jp/
https://japan.americanfootball.jp/
https://academy.americanfootball.jp/
https://americanfootball.jp/team-persons/






団 体 名

助 成 事 業 細 目 名

事 業 名

（収入） (単位：円) (単位：円)

く じ 助 成 金 収 入 11,000 △ 1,000 10,000 概算払受入日

協 賛 金 収 入 0 0 0 概算払受入済額

入 場 料 収 入 0 0 0 精 算 払 額

参 加 料 収 入 0 0 0

補助金・委託金等収入 0 0 0

そ の 他 収 入 0 0 0

自 己 負 担 金 2,000 △ 856 1,144

合 計 13,000 △ 1,856 11,144

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

諸 謝 金 10,000 0 10,000 10,000 10,000 0 0

旅 費 2,000 △ 1,340 660 660 660 0 0

渡 航 費 0 0 0 0 0 0 0

滞 在 費 0 0 0 0 0 0 0

借 料 及 び 損 料 0 0 0 0 0 0 0

消 耗 品 費 0 0 0 0 0 0 0

ス ポ ー ツ 用 具 費 0 0 0 0 0 0 0

備 品 費 0 0 0 0 0 0 0

印 刷 製 本 費 0 0 0 0 0 0 0

通 信 運 搬 費 0 0 0 0 0 0 0

委 託 費 0 0 0 0 0 0 0

賃 金 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

雑 役 務 費 1,000 △ 516 484 484 484 0 0

補 助 金 ・ 交 付 金 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

合 計 13,000 △ 1,856 11,144 11,144 11,144 0 0

令和６年度　収支計算書

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

概算払決算額

科 目 既定予算額 増△減額 決算額
助成対象外
経費

ドーピング検査

ドーピング検査

科 目 既定予算額

助　　成　　対　　象　　経　　費

増△減額

10,000

0



団 体 名

助 成 事 業 細 目 名

事 業 名

（収入） (単位：円) (単位：円)

く じ 助 成 金 収 入 101,000 0 101,000 概算払受入日

協 賛 金 収 入 0 0 0 概算払受入済額

入 場 料 収 入 0 0 0 精 算 払 額

参 加 料 収 入 0 0 0

補助金・委託金等収入 0 0 0

そ の 他 収 入 0 0 0

自 己 負 担 金 33,000 △ 6,940 26,060

合 計 134,000 △ 6,940 127,060

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

諸 謝 金 90,000 4,000 94,000 94,000 94,000 0 0

旅 費 24,000 5,012 29,012 28,300 26,200 2,100 712

渡 航 費 0 0 0 0 0 0 0

滞 在 費 0 0 0 0 0 0 0

借 料 及 び 損 料 0 0 0 0 0 0 0

消 耗 品 費 15,000 △ 15,000 0 0 0 0 0

ス ポ ー ツ 用 具 費 0 0 0 0 0 0 0

備 品 費 0 0 0 0 0 0 0

印 刷 製 本 費 0 0 0 0 0 0 0

通 信 運 搬 費 0 0 0 0 0 0 0

委 託 費 0 0 0 0 0 0 0

賃 金 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

雑 役 務 費 5,000 △ 952 4,048 3,564 3,564 0 484

補 助 金 ・ 交 付 金 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

合 計 134,000 △ 6,940 127,060 125,864 123,764 2,100 1,196

令和６年度　収支計算書

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

概算払決算額

科 目 既定予算額 増△減額 決算額
助成対象外
経費

ドーピング防止啓発活動推進

ドーピング防止啓発

科 目 既定予算額

助　　成　　対　　象　　経　　費

増△減額

101,000

0
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団 体 名

助 成 事 業 細 目 名

事 業 名

（収入） (単位：円) (単位：円)

く じ 助 成 金 収 入 720,000 0 720,000 概算払受入日

協 賛 金 収 入 0 0 0 概算払受入済額

入 場 料 収 入 0 0 0 精 算 払 額

参 加 料 収 入 0 0 0

補助金・委託金等収入 0 0 0

そ の 他 収 入 0 0 0

自 己 負 担 金 893,000 △ 170,749 722,251

合 計 1,613,000 △ 170,749 1,442,251

（支出） (単位：円)

対象経費
（A）

うち限度額
（B）

限度額との差
(A)-(B)

諸 謝 金 0 0 0 0 0 0 0

旅 費 110,000 137,178 247,178 212,412 212,412 0 34,766

渡 航 費 0 0 0 0 0 0 0

滞 在 費 0 0 0 0 0 0 0

借 料 及 び 損 料 60,000 △ 31,015 28,985 19,635 19,635 0 9,350

消 耗 品 費 0 0 0 0 0 0 0

ス ポ ー ツ 用 具 費 0 0 0 0 0 0 0

備 品 費 0 0 0 0 0 0 0

印 刷 製 本 費 0 0 0 0 0 0 0

通 信 運 搬 費 0 0 0 0 0 0 0

委 託 費 0 0 0 0 0 0 0

賃 金 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0

雑 役 務 費 1,443,000 △ 276,912 1,166,088 833,624 833,624 0 332,464

補 助 金 ・ 交 付 金 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1,613,000 △ 170,749 1,442,251 1,065,671 1,065,671 0 376,580

令和６年度　収支計算書

公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

概算払決算額

科 目 既定予算額 増△減額 決算額
助成対象外
経費

スポーツ団体ガバナンス強化

ガバナンス強化

科 目 既定予算額

助　　成　　対　　象　　経　　費

増△減額

720,000

0



日本アメリカンフットボール協会

コンプライアンス講習
（スポーツ団体ガバナンスコードと最近の不祥事事例）

2025年1月

弁護士 大塚幸太郎



公益社団法人（一般社団法人も含む）
のガバナンスについて

① 社員総会、理事、監事等の会社法の機関と同等・類似の機関
を設置

② 理事・監事等の役員に善管注意義務・忠実義務等の義務を
課す

③ 計算書類・事業報告書等の作成、監事等による監査、社員
総会の承認の義務付け

2



公益社団法人と一般社団法人の規制の
相違（ガバナンスの観点から）

・公益社団法人には事業計画書等の書面を行政上に提出する義務
などの行政の広範な監督を受ける

・公益社団法人は不当に高額なものとならないような報酬支給
基準の定めを要する

・公益社団法人は社員の議決権について、拠出した金銭の額に
従って異なる取り扱いをすることは許されない（社員一人一議
決権の徹底）

3



公益社団法人の理事は何をするのか

・業務の執行（代表理事、業務執行理事）

・業務執行の決定（理事会を通じて）

・理事の職務の執行の監督

・代表理事の選定及び解職

4



理事に課せられた義務

・善管注意義務（一社法６４条）

・忠実義務（一社法８３条）

・競業・利益相反取引の制限

5



スポーツ団体ガバナンスコードの役割

・ＮＦがカバナンスを確保し、適切な組織運営を行うことによって、
スポーツの価値の最大化に資する

・プリンシプルベース・アプローチ（原則主義）
→ＮＦの役職員や関係者が、その趣旨や意義を理解し、互いに
共有した上で、自律的に組織のガバナンス体制を構築して
いくことができるようにするため

・「コンプライ・オア・エクスプレイン」の手法
→コードの各原則を「実施する」か、「実施しない場合には、
その理由を説明する」ことによって、原則を遵守する

10




